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【重要】

本資料について2024.6.17時点の情報となります。

随時、資料などはアップデートをおこない、最新の情報はメーリングリスト等でご案内をおこなっていきます。

最新情報を注視していただきますようお願いします。
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■サービス概要

• 運用中のシステムが利用できなくなった場合、本サービスで提供する「応急措置環境」を稼動させることで、継続利用することが可能となります。

• 「クラウド応急措置環境」は「WebORCAクラウド運用環境」とは別リージョンのクラウド基盤で稼動しているため、リージョン単位の障害が発生した場合に
も利用を継続することが可能です。

• データについて完全な状態を保証するサービスではありませんのでご留意ください。
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■運用環境がクラウド環境の場合のサービス機能詳細

• 自動バックアップおよびクラウド応急措置環境へアップロード
WebORCAクラウドのサーバにて1日1回ダンプファイルが生成されます。
院内の端末に設定するハイブリッド常駐ソフトが1時間間隔でWebORCAクラウドへ新しいダンプファイルが存在しているかチェックし、新しいダンプファイルが
あればローカルのフォルダにダウンロードし、クラウド応急措置環境へアップロードされます。

※
バックアップは１日１回、夜間におこなわれます。
そのため、バックアップ後に運用環境で登録された情報は、後述のクラウド応急措置環境もしくはローカル応急措置環境には展開されません。
クラウド応急措置環境もしくはローカル応急措置環境では運用環境とは差分が生じている可能性があります。

• クラウド応急措置環境
WebORCAクラウド運用環境が稼動しているクラウド基盤とは別環境にて一時的にクラウド環境を起動させ、バックアップを反映させることで利用可能とな
る

• ローカル応急措置環境
院内で利用しているパソコンに、一時的にWebORCAを起動させ、バックアップを反映させることで利用可能

• 差分コピーツール
WebORCAクラウド運用環境復旧後、応急措置環境で入力した内容をWebORCAクラウド運用環境へコピーするツール
※
差分コピーツールは、クラウド応急措置環境もしくはローカル応急措置環境に新規に登録した情報を補間するものです。
過去履歴を修正されても通常運用環境には反映されません。
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■運用環境がオンプレ環境の場合のサービス機能詳細

• 自動アップロード
1時間間隔でバックアップフォルダにあるlatest.dump.localファイルが存在しているかチェックし、新しいlatest.dump.localファイルが存在している場合
は、クラウド応急措置環境にアップロードをおこなう。
アップロード後、バックアップフォルダにあるlatest.dump.localファイルはlatest.dumpにリネームをおこなう。

• クラウド応急措置環境
WebORCAクラウド運用環境が稼動しているクラウド基盤とは別環境にて一時的にクラウド環境を起動させ、バックアップを反映させることで利用可能とな
る

• ローカル応急措置環境
院内で利用しているパソコンに、一時的にWebORCAオンプレを起動させ、バックアップフォルダにあるlatest.dumpを反映させて利用可能となる

• 差分コピーツール
オンプレ環境復旧後、応急措置環境で入力した内容をコピーするツール
※
差分コピーツールは、応急措置環境に新規に登録した情報を補間するものです。
過去履歴を修正されても通常運用環境には反映されません。
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ハイブリッドサービス WebORCAクラウド時の運用フロー
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ローカル応急措置環境

ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
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運用フロー：通常時
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ローカル応急措置環境
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運用フロー：クラウド応急措置モード切り替え時
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ローカル応急措置環境
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運用フロー：復旧措置モード切り替え時
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ハイブリッドサービス WebORCAオンプレ時の運用フロー
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ローカル応急措置環境
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運用フロー：通常時
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ローカル応急措置環境
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運用フロー：クラウド応急措置モード切り替え時
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ローカル応急措置環境

ハイブリッドサービス WebORCAオンプレ版

13

運用フロー：復旧措置モード切り替え時
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ハイブリッドサービス 管理画面
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※画面は開発中のものです。仕様は予告なく変更されます。



ハイブリッドサービス 管理画面
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※画面は開発中のものです。仕様は予告なく変更されます。

③
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⑤

⑥

⑦

① ②

①稼動している環境を表示
②運用環境、応急措置環境、復旧措置切り替えボタン
③運用環境のステータス表示
④クラウド応急措置環境のステータス表示
⑤ローカル応急措置環境のステータス表示
⑥差分コピーツール

⑧

⑦バックアップ情報
⑧設定画面



ハイブリッドサービス 管理画面
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※画面は開発中のものです。仕様は予告なく変更されます。

バックアップキーの指定が必要
※システム管理サイトにて確認可能



ハイブリッドサービス 管理画面

17

※画面は開発中のものです。仕様は予告なく変更されます。

ここをクリック



ハイブリッドサービス 管理画面
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※画面は開発中のものです。仕様は予告なく変更されます。
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※画面は開発中のものです。仕様は予告なく変更されます。



■利用想定

• WebORCAクラウド運用環境のクラウド基盤にて障害が発生し、WebORCAクラウドサービス停止となった場合

• 院内のインターネットに障害が発生し、 WebORCAクラウド運用環境へ接続できない場合

1. 応急措置モードに切り替える

2. クラウド応急措置環境もしくはローカル応急措置環境へバックアップを反映させる

3. 管理連番(外来伝票番号、入院伝票番号、患者連番)を更新

4. 応急措置環境に接続し、通常通り入力をおこなう

5. WebORCA運用環境が復旧したら・・・

6. 復旧措置モードに切り替える

7. 差分コピーツール実行のため患者連番最大値および伝票番号最大値の管理番号の更新をおこなう。

8. 差分コピーツールを利用し、応急措置環境に入力された内容をコピーする。

9. 通常運用モードへ切り替える。

ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
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ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
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6時 7時 8時 9時 10時 11時

WebORCAクラウド
運用環境

通常運用
外来伝票：60
入院伝票：20
患者連番：110

復旧措置モードに切り
替え

クラウド応急措置環境
に入力した内容をコ
ピーするため管理連番
を更新
外来伝票：70
入院伝票：70
患者連番：120

差分コピーツールでクラ
ウド応急措置環境に
入力した内容をコピー

通常運用

クラウド応急措置環
境

応急措置モードに切り
替え

前日分のバックアップを
復元

障害発生までの入力
分とのバッティングを避
けるため管理連番を更
新
外来伝票：60
入院伝票：20
患者連番：110

入力
外来伝票：70
入院伝票：70
患者連番：120

院内端末 前日分までにバックアッ
プダウンロード
外来伝票：50
入院伝票：10
患者連番：100

障害発生



■留意事項

• 応急措置環境へ切り替えた際、接続の変更が必要です。
– オン資

– push-exchangerによりプラグインを利用している場合(帳票プラグイン/CLAIMプラグイン)

– 電子カルテ、連携機器

切り替え時の運用について、医療機関、連携メーカー、WebORCAクラウドサポートベンダーにて整理をしていただきますようお願い
します。

• 差分コピーツールは応急措置環境と運用環境を比較して患者情報、診療行為情報、患者病名情報をコピーするツールとなります。
差分比較には受診履歴を利用します。患者登録のみ、訂正、氏名変更した場合にはコピーはできません。

完全な形でデータを保証するものではありませんので、補助ツールとしてご利用ください。

ハイブリッドサービス WebORCA
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■留意事項

• 本サービスの利用タイミングは「障害発生時」であると思われます。
障害発生時には混乱している最中に本サービスの切り替え等をおこなっていただくことになりますので、本サービスを利用される場合
には、定期的にテスト運用をおこない、正しく利用できることを確認してください。

• API実行時に接続している環境がどのモードで動いているかレスポンスヘッダーで確認が可能です。目安としてお考えください。

ヘッダー名： X-Hybridmode

ハイブリッドサービス WebORCA
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通常 応急措置モード 復旧措置モード

運用環境 normal emergency recovery

応急措置環境 normal-fa emergency-fa recovery-fa


	スライド 1: ハイブリッドサービスについて (サービス概要・設定など)
	スライド 2: ハイブリッドサービス
	スライド 3: ハイブリッドサービス
	スライド 4: ハイブリッドサービス
	スライド 5: ハイブリッドサービス
	スライド 6: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド時の運用フロー
	スライド 7: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 8: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 9: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 10: ハイブリッドサービス WebORCAオンプレ時の運用フロー
	スライド 11: ハイブリッドサービス WebORCAオンプレ版
	スライド 12: ハイブリッドサービス WebORCAオンプレ版
	スライド 13: ハイブリッドサービス WebORCAオンプレ版
	スライド 14: ハイブリッドサービス 管理画面
	スライド 15: ハイブリッドサービス 管理画面
	スライド 16: ハイブリッドサービス 管理画面
	スライド 17: ハイブリッドサービス 管理画面
	スライド 18: ハイブリッドサービス 管理画面
	スライド 19: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 20: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 21: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 22: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 23: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 24: ハイブリッドサービス WebORCAクラウド版
	スライド 25: ハイブリッドサービス WebORCA
	スライド 26: ハイブリッドサービス WebORCA

